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ヽこんにちは

4
/
’

歴
史
的
な
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
に

い
ま
し
た
。

協
会
理
事
長

岡
田

態
が
全
く
変
わ
っ
た
も
の
に
な
る
、
と

/
f

ｔ

う
イ
メ
犬
ン
だ
っ
た
。
。

　
よ
く
よ
く
考
え
て
み
る
と
、
ミ
ャ
ン
了
・
‐

の
国
民
が
白
分
か
ち
で
選
ん
だ
政
府
を
待
っ

た
の
は
事
実
上
初
め
て
の
こ
と
だ
。
政
変

と
い
っ
て
も
、
あ
な
が
ち
大
げ
さ
で
は
な

４
０

、
Ｌ
ｙ
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政
治
の
混
乱
は
続
き
、

6 2
年
か
ら
は
ネ
ウ

　
　
「
半
世
紀
以
上
続
い
た
国
軍
中
心
の
政

治
に
終
止
符
を
打
っ
た
の
だ
か
ら
、
政
変

と
は
こ
の
こ
と
で
し
ょ
う
」
。
ミ
ン
ガ
ラ

バ
土
間
号
の
編
集
後
記
の
一
節
だ
。
読
ん

だ
と
き
、
私
は
戸
惑
い
を
感
じ
た
。
そ
れ

ま
で
私
の
頭
に
あ
っ
た
政
変
と
は
、
ク
ー

デ
タ
ー
と
か
民
衆
の
蜂
起
に
よ
り
政
治
形

変えなくては」
Γ
－
－

医学教育日本への期待大きく

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
6
0
数
年
に
わ
た
る
イ
ギ

リ
ス
植
民
地
の
束
縛
か
ら
離
れ
た
の
は
１

９
４
８
年
。
そ
の
後
、
総
選
挙
に
よ
る
文

民
大
統
領
は
選
出
さ
れ
た
経
緯
は
あ
る
が
、

イ
ン
の
軍
紋
下
に
な
っ
た
。
8
8
年
、
ネ
ウ

イ
ン
は
失
脚
し
た
が
、
次
の
軍
政
が
待
っ

て
い
た
。

　
欧
米
・
日
本
か
ら
の
経
済
制
裁
に
押
さ

れ
た
形
で
、
政
府
は
２
０
１
０
年
に
新
憲

法
を
公
布
。
テ
イ
ン
セ
イ
ン
氏
が
大
統
領

に
選
ば
れ
、
一
１
１
年
３
月
に
民
政
移
管
さ
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
民
主
化
の
動
き
に
対

岡
山
大
学
病
院
形
成
外
科

教
授
（
協
会
理
事
）

水
腹

国民ﾃﾚﾋﾞに釘付け
文民大統領

生

し
て
、
本
物
か
ど
う
か
世
界
は
ま
だ
疑
惑

の
目
で
見
て
い
た
。

　
そ
の
頃
、
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
大
丈
夫
で

す
か
」
と
多
く
の
人
か
ら
質
問
さ
れ
た
。

　
　
　
新
大
統
領
が
選
ば
れ
た
３
月
１
５
日
、
私
（
岡
田
）
は

誕
　
旧
知
の
元
保
健
大
臣
ケ
ッ
セ
イ
ン
氏
（
左
）
と
会
っ

　
ヤ
ン
ゴ
ン
で
毎
年
開
催
さ
れ

る
医
学
研
究
総
会
で
、
そ
の
シ

敬
　
公
利
　
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
行
わ
れ
た
。
１

　
　
　
¥
　
m
7
８
日
、
タ
イ
ト
ル
は
「
Ｍ
ｅ
ｄ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
前
保
健
大
や

医
科
大
学
長
ら
が
参
加
し
た
＝
ヤ
ン
ゴ
ン

ｌ
ｃ
ａ
ｌ
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ｄ
ｕ
ｃ
ａ
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ｉ
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医

学
教
育
コ
。
岡
山
大
学
の
大

塚
愛
二
医
学
部
長
ら
３
人
が
日

本
と
岡
山
大
の
医
学
教
育
の
特

徴
に
つ
い
て
話
し
、
ミ
ャ
ン
マ
ー

側
の
２
人
が
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
医

療
と
そ
の
教
育
の
極
め
て
厳
し

い
現
状
を
訴
え
た
。
会
場
に
は
、

前
保
健
大
臣
や
保
健
省
の
各
局

長
、
そ
し
て
医
科
大
学
の
学
長

ク
ラ
ス
ら
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
盛

況
ぶ
り
だ
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
公
的
病
院
の

医
師
数
は
人
口
当
た
り
で
日
本

の
約
８
分
の
１
、
看
護
師
数
は

何
と
3
0
分
の
１
．
人
目
約
５
千

て
い
た
。
右
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菅
波
代
表
＝
ヤ
ン
ゴ
ン

万
人
に
対
し
て
圧
倒
的
に
医
療

従
事
者
数
が
不
足
し
て
い
る
。

教
育
者
も
極
め
て
少
な
い
。
ど

う
や
っ
て
教
育
の
質
を
向
上
さ

せ
る
の
か
、
教
員
の
能
力
を
あ

げ
ら
れ
る
の
か
、
糸
目
が
み
つ

か
ら
な
い
状
況
で
白
熱
し
た
議

論
が
続
い
た
。

切
実
な
訴
え

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
ヤ
ン
ゴ
ン

第
一
医
科
大
学
長
の
こ
ん
な
言

葉
で
終
わ
っ
た
。
「
我
々
に
は
、

質
の
良
い
教
育
が
で
き
る
資
源

が
な
い
。
学
生
▽
人
当
た
り
の

学
費
が
月
に
８
０
０
チ
ャ
。
ト

　
（
約
８
０
円
）
で
何
か
で
き
る
の

か
。
我
々
は
変
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
日
本
と
岡
山
大
学
の

瞬
頭
を
よ
ぎ
っ
た
の
が
「
ア
ラ
ブ
の
春
」

だ
。
ア
ラ
ブ
は
そ
の
後
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
で

収
拾
が
つ
か
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
春
」
は
ど
う
か
。
私

は
「
大
丈
夫
と
思
う
。
民
主
化
の
流
れ
は

軍
政
が
作
り
出
し
た
も
の
。
も
し
、
軍
が

何
か
起
せ
ば
、
自
己
矛
盾
を
自
ら
暴
露
し

た
こ
と
に
な
る
。
間
違
っ
た
こ
と
は
し
な

い
だ
ろ
う
」
と
答
え
た
。

　
事
実
、
テ
イ
ン
セ
イ
ン
政
権
は
民
主
化

を
進
め
、
経
済
改
革
に
も
取
り
組
ん
だ
。

率
直
に
い
っ
て
、
そ
の
業
績
は
評
価
し
て

/
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/
7
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昨
年
Ｈ
月
の
総
選
挙
で
は
、
国
民
的
人

気
を
誇
る
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
氏
が
率

い
る
政
党
が
圧
勝
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
３
月
１
５
日
－
。

　
函
民
は
テ
レ
ビ
の
国
会
中
継
に
釘
付
け

に
な
っ
て
い
た
。
興
奮
し
、
あ
る
い
は
冷

静
に
。
半
世
紀
を
超
え
て
文
民
大
統
領
に

支
援
が
必
要
だ
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

の
医
療
を
今
こ
そ
変
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
だ
」

　
１
月
１
１
且
に
は
首
都
ネ
ピ
ド
ー

で
、
昨
年
４
月
か
ら
本
格
的
に

ス
タ
ー
ト
し
た
日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
支
援
に

よ
る
国
立
６
大
学
（
岡
山
、
千

葉
、
新
潟
、
金
沢
、
長
崎
、
熊

杢
の
「
医
学
教
育
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
１
回
日
本
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
合
同
調
整
委
員
会

が
聞
か
れ
た
。
基
礎
医
学
で
１
２

人
、
臨
床
医
学
で
医
師
・
放
射

線
技
師
を
含
め
て
5
6
人
の
合
計

卵
人
の
４
年
に
わ
た
る
人
材
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
委
員
会
に
は
６
大
学
代
表
と

ミ
ャ
ン
マ
ー
保
健
省
局
長
ら
を

含
め
約
３
０
人
が
参
加
し
た
。
両

テ
ィ
ン
チ
ョ
ー
氏
が
選
ば
れ
た
の
だ
。

　
そ
の
歴
史
的
な
日
に
ヤ
ン
ゴ
ン
に
い
た

私
は
、
岡
山
に
本
部
の
あ
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

菅
波
茂
代
表
と
一
緒
に
、
ケ
。
セ
イ
ン
元

保
健
大
臣
と
会
っ
て
い
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

で
、
私
が
１
９
９
９
年
に
「
Ｃ
型
肝
炎
対

策
事
業
」
を
行
い
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
も
小
児
病

院
を
始
め
た
時
の
大
臣
で
あ
り
、
１
０
数
年

ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ

な
が
ら
思
い
出
話
を
す
る
元
陸
軍
上
級
将

校
の
姿
に
は
、
現
在
進
行
中
の
こ
と
は
す

べ
て
織
り
込
み
済
み
、
と
い
う
感
じ
さ
え

漂
っ
て
い
た
。

　
新
閣
僚
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
帰
国
後

だ
っ
た
。
一
番
気
が
か
り
だ
っ
た
保
健
大

臣
に
は
ミ
ン
ト
ウ
エ
氏
が
就
任
し
た
。
Ｗ

Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
東
南
ア
ジ
ア
代

表
を
つ
と
め
て
い
た
医
師
で
あ
る
。
こ
の

国
の
新
し
い
保
健
行
政
を
担
う
に
ふ
さ
わ

し
い
と
思
っ
た
。

新
生
ミ
ャ
ン
マ
ー

国
間
の
研
修
目
的
の
隔
り
や
期

間
不
足
な
ど
の
課
題
が
出
て
き

た
が
、
改
善
に
む
け
て
の
双
方

関
係
者
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら

れ
た
会
議
だ
っ
た
。

黎
明
期
予
感

　
翌
１
２
目
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
広
く
公
報
す
る
た
め
の
す
・
Ｉ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
ヤ
ン

ゴ
ン
第
一
医
科
大
学
で
あ
っ
た
。

各
医
科
大
学
の
学
長
、
世
界
保

健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
代
表
を
含
む
約
１
３
０
人

の
医
学
教
育
関
係
者
と
報
道
陣

が
集
ま
っ
た
。
岡
山
大
学
病
院

の
袱
野
博
史
病
院
長
の
挨
拶
、

日
本
大
使
館
の
第

書
記
官
の

祝
辞
、
既
に
研
修
済
み
の
ミ
ヤ

ン
マ
ー
医
師
の
発
表
、
そ
し
て

熊
本
大
学
、
長
崎
大
学
の
教
授

に
よ
る
記
念
講
演
が
行
わ
れ
た
。

活
発
な
議
論
と
協
会
の
岡
田
茂

理
事
長
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
も
あ

り
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
日
本
に

寄
せ
る
期
待
の
大
き
さ
と
同
時

に
、
両
国
が
医
学
教
育
強
化
の

重
要
性
を
強
く
共
有
で
き
た
セ

レ
モ
ニ
ー
だ
っ
た
。

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
民
主
化
へ
大

き
く
舵
を
切
り
出
す
中
、
医
学

教
育
関
係
者
の
今
こ
そ
動
く
べ

き
時
で
あ
る
と
い
う
強
い
信
念

が
実
感
と
し
て
伝
わ
り
、
こ
の

国
の
医
学
教
育
の
黎
明
期
を
予

感
さ
せ
る
数
日
間
で
あ
っ
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
・
の

様
子
は
同
日
夜
の
国
営
テ
レ
ビ

で
大
き
く
報
道
さ
れ
た
。
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